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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の発光領域を有する閃光装置を任意の装着姿勢で装着可能な撮像装置であって、
　被写体の輝度分布を算出する算出手段と、
　前記算出手段により算出された複数ある前記発光領域の一部を発光させた際の被写体の
輝度分布に基づいて前記撮像装置に対する前記閃光装置の装着姿勢を判断する判断手段と
、
　前記判断手段の結果に基づいて前記発光領域のそれぞれの発光量を決定する発光制御手
段と、を有し、
　前記判断手段は、前記算出手段により算出された複数ある前記発光領域の発光させた領
域の異なる複数の被写体の輝度分布を比較して、前記撮像装置に対する前記閃光装置の装
着姿勢を判断することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記発光領域の発光量をそれぞれ設定する設定手段を有し、
　前記発光制御手段は、前記撮像装置に対する前記閃光装置の装着姿勢が所定の姿勢であ
る場合、前記設定された発光量となるように前記発光領域を発光させるとともに、前記撮
像装置に対する前記閃光装置の装着姿勢が前記所定の姿勢でない場合、前記閃光装置が前
記所定の姿勢で装着された場合において同じ位置に存在する発光領域に対して設定された
発光量となるように前記発光領域を発光させることを特徴とする請求項１に記載の撮像装
置。
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【請求項３】
　前記被写体を撮像して取得した画像データに基づいて前記被写体の画像を逐次表示する
ライブビュー表示を行う表示手段を有し、
　前記算出手段は、前記取得した画像データを用いて前記被写体の輝度分布を算出し、
　前記判断手段は、前記表示手段でライブビュー表示が開始されると前記撮像装置に対す
る前記閃光装置の装着姿勢を判断することを特徴とする請求項１または２に記載の撮像装
置。
【請求項４】
　前記撮像装置の絞りを所定の範囲内の任意の絞り値に絞り込む絞り込み動作を指示する
指示手段と、を有し、
　前記判断手段は、前記絞り込み動作が指示されると前記撮像装置に対する前記閃光装置
の装着姿勢を判断することを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の撮像装
置。
【請求項５】
　前記発光領域は、リング状に配置されていることを特徴とする請求項１ないし４のいず
れか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記閃光装置は、前記複数の発光領域を有する発光部と、前記撮像装置からの命令によ
り前記発光部の制御を行う制御部とからなり、
　前記判断手段は、前記算出手段の算出結果から前記撮像装置に対する前記発光部の装着
姿勢を判断することを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記発光部を装着する装着部を有し、
　前記装着部は、前記撮像装置の撮影レンズの先端に設けられることを特徴とする請求項
６に記載の撮像装置。
【請求項８】
　複数の発光領域を有する閃光装置と前記閃光装置を任意の装着姿勢で装着可能な撮像装
置からなるストロボシステムであって、
　被写体の輝度分布を算出する算出手段と、
　前記算出手段により算出された複数ある前記発光領域の一部を発光させた際の被写体の
輝度分布に基づいて前記撮像装置に対する前記閃光装置の装着姿勢を判断する判断手段と
、
　前記判断手段の結果に基づいて前記発光領域のそれぞれの発光量を決定する発光制御手
段と、を有し、
　前記判断手段は、前記算出手段により算出された複数ある前記発光領域の発光させた領
域の異なる複数の被写体の輝度分布を比較して、前記撮像装置に対する前記閃光装置の装
着姿勢を判断することを特徴とするストロボシステム。
【請求項９】
　複数の発光領域を有し、撮像装置に任意の装着姿勢で装着可能な閃光装置の発光制御方
法であって、
　被写体の輝度分布を算出する算出ステップと、
　前記算出ステップで算出された複数ある前記発光領域の一部を発光させた際の被写体の
輝度分布に基づいて前記撮像装置に対する前記閃光装置の装着姿勢を判断する判断ステッ
プと、
　前記判断ステップの結果に基づいて前記発光領域のそれぞれの発光量を決定する発光制
御ステップと、を有し、
　前記判断ステップは、前記算出ステップで算出された複数ある前記発光領域の発光させ
た領域の異なる複数の被写体の輝度分布を比較して、前記撮像装置に対する前記閃光装置
の装着姿勢を判断することを特徴とする閃光装置の発光制御方法。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置および撮像装置と閃光装置にて構成されるストロボシステムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　従来の閃光装置において、リング状の発光部をカメラの撮影レンズ先端に装着する閃光
装置、所謂リングライトは、発光部に各々の光量を独立制御可能な複数の光源を有してい
る。また、そのようなリングライトの中には、被写体に照射される光量バランスを調整し
、被写体の影の出方を調整することができるものも知られている。
【０００３】
　特許文献１には、図１７の１０１、１０２のように左右方向に配列された一対のキセノ
ン管光源により、被写体に対してキセノン管の配列方向に準じた左右方向の光量バランス
の調整、所謂光量比制御を行う閃光装置が開示されている。図１８は、特許文献１におけ
る閃光装置の表示部に表示された左右の光源の光量比の設定状態を示した画面であり、左
右の光源の光量比を８対１から１対８までの間で設定できる。
【特許文献１】特開２０００－２１５５７４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の閃光装置をカメラの撮影レンズ先端に装着する際の通常の
装着姿勢は、図１４に示すような閃光装置の突起部６４ｂが上方となる姿勢であるが、図
１５のような閃光装置の突起部６４ｂを横向きにした姿勢で装着させることも可能である
。例えば、カメラ操作時に連結コード６３が邪魔になる場合などには、図１５に示すよう
な閃光装置の突起部６４ｂを横向きにした姿勢で装着させることも考えられる。そのため
、図１５のような通常の装着姿勢ではない姿勢で装着された場合、図１８に表示された画
面において左右の光源の光量比を設定しても実際には閃光装置の光源の位置関係は上下に
並んだ状態なので、撮影者の意図したように閃光装置が発光しない。
【０００５】
　また、特許文献１の閃光装置とは異なり、上下左右の４点に光源を備えたリング状閃光
装置において左右の光源の光量比だけでなく上下の光源の光量比を設定できる場合も同様
の問題が生じる。上下左右の４点に光源を備えたリング状閃光装置の場合、通常の装着姿
勢と横向きの装着姿勢とで閃光装置の光源が存在する位置は変化しないが、撮影者が左右
の光量比を設定しても上下の光量比を制御して閃光装置が発光してしまう。
【０００６】
　以上のように、撮像装置にリング状の閃光装置を通常の装着姿勢ではない姿勢で装着し
た場合、撮影者が設定した光量比と実施に発光する際の光量比との対応関係が撮影者にと
ってわかりづらく、対応関係を考慮して光量比を設定するのは面倒である。
【０００７】
　そこで本発明は、撮像装置に対する閃光装置の装着姿勢によらず撮影者の意図したよう
に閃光装置の発光制御を行うことができる撮像装置およびストロボシステムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明の撮像装置は、複数の発光領域を有する閃光装置
を任意の装着姿勢で装着可能な撮像装置であって、被写体の輝度分布を算出する算出手段
と、前記算出手段により算出された複数ある前記発光領域の一部を発光させた際の被写体
の輝度分布に基づいて前記撮像装置に対する前記閃光装置の装着姿勢を判断する判断手段
と、前記判断手段の結果に基づいて前記発光領域のそれぞれの発光量を決定する発光制御
手段と、を有し、前記判断手段は、前記算出手段により算出された複数ある前記発光領域
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の発光させた領域の異なる複数の被写体の輝度分布を比較して、前記撮像装置に対する前
記閃光装置の装着姿勢を判断することを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明のストロボシステムは、複複数の発光領域を有する閃光装置と前記閃光装
置を任意の装着姿勢で装着可能な撮像装置からなるストロボシステムであって、被写体の
輝度分布を算出する算出手段と、前記算出手段により算出された複数ある前記発光領域の
一部を発光させた際の被写体の輝度分布に基づいて前記撮像装置に対する前記閃光装置の
装着姿勢を判断する判断手段と、前記判断手段の結果に基づいて前記発光領域のそれぞれ
の発光量を決定する発光制御手段と、を有し、前記判断手段は、前記算出手段により算出
された複数ある前記発光領域の発光させた領域の異なる複数の被写体の輝度分布を比較し
て、前記撮像装置に対する前記閃光装置の装着姿勢を判断することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、撮像装置に対する閃光装置の装着姿勢によらず撮影者の意図したよう
に閃光装置の発光制御を行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　（第１の実施形態）
　図１は本発明の実施の形態における閃光装置である接写用ストロボいわゆるリングライ
トを示した斜視図である。図２は本発明の実施の形態における一眼レフタイプのデジタル
カメラ（以降カメラと称する）の斜視図であり、撮影レンズ５０が装着されている。
【００１２】
　図１に示すように、リングライト６１はカメラに直接装着される制御部６２と撮影レン
ズ５０の先端に装着される発光部６４に分かれており、制御部６２と発光部６４は連結コ
ード６３にて電気的接続されている。制御部６２は脚部６８がカメラ上部のアクシュー４
に挿入されることでカメラと機械的ならびに電気的に接続される。
【００１３】
　発光部６４の正面は撮影レンズ５０の光軸回りを取り囲む発光面６５となっている。発
光面６５の内部には光源として環状に配列された複数の白色ＬＥＤが備えられている。環
状配列された白色ＬＥＤ群は、図４に示すように円周方向にて１２個の発光領域７０ａ、
７０ｂ、７０ｃ、７０ｄ、７０ｅ、７０ｆ、７０ｇ、７０ｈ、７０ｉ、７０ｊ、７０ｋ、
７０ｌに分けられており、各々が個別に制御される。
【００１４】
　発光部６４の内周６４ａにはロック解除釦６７の操作に連動して揺動可能な複数の係止
爪６６が付勢力を持って突出しており、撮影レンズ５０の先端の全周に形成された係合溝
５０ａに係止爪６６を係合させることで発光部６４を撮影レンズ５０へ装着させる。
【００１５】
　図２に示すようにカメラ１のグリップ１ａの上部には、レリーズ釦３と、シャッタース
ピードや絞り値等の撮影条件の設定値を変更するためのメインダイヤル２が配置されてい
る。レリーズ釦３は測光や測距等の撮影準備動作をカメラ１に開始させる半押し状態と、
実際にカメラ１に撮影動作を実行させる全押し状態の２段ストロークを有するスイッチと
なっている。
【００１６】
　カメラ１の正面で撮影レンズ５０の近傍に配置されるプレビュー釦５は、後述するプレ
ビュー機能を実行させるための釦である。
【００１７】
　図３は本発明の実施の形態におけるカメラの背面斜視図であり、カメラ１の背面には、
後述する光学ファインダの接眼窓６および、撮影画像の再生や各種機能設定のＧＵＩメニ
ュー表示に用いるＴＦＴモニタ８が配置される。ＴＦＴモニタ８の横に配置されたサブダ
イヤル９は、メインダイヤル２の補助的役割を担う入力部材であり、ＴＦＴモニタ８に表
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示される各種情報の操作にも使用される。ライブビュー釦７は後述するライブビュー機能
を動作させるための釦である。
【００１８】
　図５は本発明の実施の形態におけるカメラ１とリングライト６１からなるストロボシス
テムの内部構成を示したブロック図である。
【００１９】
　カメラ１内のカメラＭＰＵ２１は、カメラ１の動作を制御するマイクロコンピュータで
ある。カメラ１内のミラー制御手段２４、焦点検出手段２３、シャッター制御手段２２、
撮像回路２５、画像処理回路２７、操作スイッチ群３３、測光回路２６、ＴＦＴモニタ駆
動回路２８、メモリコントローラ３０等はカメラＭＰＵ２１の制御により動作する。操作
スイッチ群３３は、レリーズ釦３、メインダイヤル２、サブダイヤル９、プレビュー釦５
、ライブビュー釦７等の各種操作部材に連動した電気スイッチである。
【００２０】
　撮影レンズ５０内のレンズ制御手段５５は撮影レンズ５０のマウント接点１０を介して
カメラ１のカメラＭＰＵ２１と接続されており、カメラＭＰＵ２１の指示に応じて、レン
ズ素子５２、５３の測距動作および絞り５４の絞り込み動作を実行する。
【００２１】
　カメラ１内には、ミラー制御手段２４により揺動動作するメインミラー１１とサブミラ
ー１２が配置され、レンズ素子５２、５３を通って入射した被写体光束をメインミラー１
１は上方へ導き、サブミラー１２は焦点検出手段２３へ導く。メインミラー１１によって
上方へ導かれた被写体光束はピント板１３、ペンタプリズム１４、接眼レンズ１５等で構
成される光学ファインダ３２へと入射され、ピント板１３上に結像された被写体像は接眼
窓６より撮影者によって観察される。撮影時には、メインミラー１１が撮影光路から退避
するので、レンズ素子５２、５３を通って入射した被写体光束はメインミラー１１で反射
することなく後述の撮像回路２５へ導かれる。ペンタプリズム１４を透過した一部の光は
測光回路２６内の測光センサ２６ａに入射する。
【００２２】
　測光センサ２６ａは被写体像のほぼ全域の輝度分布を検知するもので、図１６に示すよ
うに検知領域が複数のブロック８６に分割されている。各ブロックごとの輝度情報は測光
回路２６よりカメラＭＰＵ２１に出力され、カメラＭＰＵ２１は得られた輝度情報を基に
撮影時の露出量を算出する。
【００２３】
　メインミラー１１は被写体光束の一部を透過させ、透過光はサブミラー１２を反射して
焦点検出手段２３へと導かれる。焦点検出手段２３は公知の位相差方式の焦点検出手段を
用いており、少なくとも一対の２次結像レンズ、絞り、ラインセンサ、信号処理回路等で
構成されている。焦点検出手段２３はラインセンサ上に再結像された位相差を有する一対
の２次結像の画像信号を基に、位相差検知法による演算結果をカメラＭＰＵ２１に送り、
撮影レンズ５０の合焦動作を実行させる。
【００２４】
　フォーカルプレーンシャッターであるシャッター１６は、撮影時にはカメラＭＰＵ２１
の指令を受けたシャッター制御手段２２によって開放状態となり、被写体光束を撮像回路
２５へと入射させる。
【００２５】
　撮像回路２５はＣＭＯＳ等を用いた２次元型撮像デバイスである撮像センサ２５ａを有
し、撮影レンズ５０によって撮像センサ２５ａ上に結像された被写体像の撮像信号を画像
処理回路２７へ出力する。画像処理回路２７は撮像信号に対し、Ａ／Ｄ変換、ガンマ補正
、フィルタ処理、ＪＰＧ圧縮等のハードウエアによる画像処理全般を実行し、被写体像の
画像データを生成する。生成された画像データはメモリコントローラ３０に送られ、記録
媒体３１へ画像データを格納する。
【００２６】
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　画像処理回路２７は画像データを圧縮しＴＦＴモニタ８表示用の画像データも生成する
。ＴＦＴモニタ駆動回路２８に送られた表示用画像データによりＴＦＴモニタ８には被写
体像が表示される。また、画像処理回路２７はＴＦＴモニタ８にＧＵＩ表示を行うための
合成処理なども実行する。
【００２７】
　リングライト６１の制御部６２内に備えられたストロボＭＰＵ６９はアクシュー４を介
してカメラＭＰＵ２１と通信を行う。ストロボＭＰＵ６９はカメラＭＰＵ２１からの命令
に応じて発光量の決定等の発光制御およびその他のリングライトの動作を制御する。なお
、発光量の決定等の発光制御はカメラＭＰＵ２１が行ってもよく、ストロボＭＰＵ６９は
カメラＭＰＵ２１が行った発光制御に基づくカメラＭＰＵ２１からの命令に応じてリング
ライトの動作を制御してもよい。
【００２８】
　発光部６４内の複数のＬＥＤアレイ７１は、図７に示した１２個の発光領域７０ａ、７
０ｂ、７０ｃ、７０ｄ、７０ｅ、７０ｆ、７０ｇ、７０ｈ、７０ｉ、７０ｊ、７０ｋ、７
０ｌにそれぞれ対応する白色ＬＥＤの発光素子群である。各ＬＥＤアレイ７１はそれぞれ
独立したＬＥＤ駆動回路７２に接続されており。各ＬＥＤ駆動回路７２はストロボＭＰＵ
６９の指示に従い、各ＬＥＤアレイ７１個別に駆動する。
【００２９】
　従来より発光部の光源に独立制御可能な一対のキセノン管を左右方向に配列し、各キセ
ノン管の相対的な光量を変化させて被写体に照射する光量バランスを調整する、いわゆる
光量比制御機能を有するリングライトが知られている。
【００３０】
　本実施形態における白色ＬＥＤを用いたリングライト６１では、例えば発光領域を反時
計回りに、７０ａから７０ｆまでの発光グループと、７０ｇから７０ｌまでの発光グルー
プの二つの発光グループに振り分ける。図４において各発光グループは左右方向の配列と
なり、各々の発光グループ内での光量を同一とし、発光グループ間の光量を相対的に制御
すれば、前述の左右方向に配列された一対のキセノン管を用いた従来のリングライトと同
様な光量比制御機能を達成できる。
【００３１】
　さらには、各発光グループに属する発光領域の組み合わせを反時計回りに、７０ｊから
７０ｃまでの発光グループと、７０ｄから７０ｉまでの発光グループとし、光量比を縦方
向の配列として制御することも可能である。すなわち、本実施形態のように光源に白色Ｌ
ＥＤを用いて複数の発光領域に分割する方法をとれば、被写体に対する光量比制御の方向
を自在に可変可能なリングライトを容易に提供することが可能である。
【００３２】
　リングライト６１の光量比制御機能に関する情報は、カメラ１での所定の操作によって
ＴＦＴモニタ８上に図６に示すようにＧＵＩ表示される。図６に示すようにＧＵＩ表示さ
れた２つ円弧状のライン８１ａ、８１ｂは発光グループの配列方向を示しており、数値８
２ａ、８２ｂは各発光グループの発光量比を示している。なお、サブダイヤル９等のカメ
ラの操作部材を用いて、発光グループの配列方向および各発光グループの発光量比を容易
に変更することが可能である。
【００３３】
　発光部６４を撮影レンズ５０へ装着させる際には、装着部である撮影レンズ５０の係合
溝５０ａへ発光部６４の係止爪６６を係合させるだけであるため、撮影レンズ５０に対し
て任意の装着姿勢で装着可能である。本実施形態では、図１４に示す連結コード６３が取
り付けられている突起部６４ｂが上方となるのが発光部の通常の装着姿勢としているが、
例えば、図１５に示すように、発光部６４をカメラ１に対して横向きの姿勢で装着させて
も構わない。
【００３４】
　発光部６４が図１４に示すような通常の装着姿勢で装着されていれば、実際に被写体へ
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向けて発光される発光グループの配列方向は図６（Ａ）で示すようなＴＦＴモニタ８上の
ＧＵＩ表示と一致する。ところが発光部が図１５に示すように横向きの姿勢で装着されて
いると、ＴＦＴモニタ８上のＧＵＩ表示と、実際に被写体へ向けて発光される発光グルー
プの配列方向が一致しないという問題が生ずる。
【００３５】
　そこで、本実施形態では、発光部６４が通常の装着姿勢で撮影レンズ５０へ装着されて
いなくても操作上の問題が起こらないように、発光部６４の装着姿勢を判断し、判断した
結果に基づいて各発光グループに該当する発光領域を補正する。
【００３６】
　本実施形態では、カメラのライブビュー機能の動作時に各発光グループに該当する発光
領域の補正を行う。
【００３７】
　カメラ１がスタンバイ状態にある場合において、ライブビュー釦７を押下するとカメラ
１はライブビュー動作を開始する。ライブビュー動作中はメインミラー１１およびサブミ
ラー１２が被写体光束の撮影光路から退避すると共にシャッター１６が開放される所謂バ
ルブ状態となる。そして撮像回路２５では常時被写体像の取り込みが実行され、ＴＦＴモ
ニタ８上に逐次表示される被写体画像（ライブビュー表示）を撮影者が観察が可能となる
。
【００３８】
　ライブビュー機能は特に手動によるピント調整の頻度が多く被写体像の充分な確認が必
要な接写において有効である。特に、継続発光が容易な白色ＬＥＤを用いたリングライト
を使用している場合は、ライブビュー動作中にモデリング発光を実行すれば、撮影前に撮
影者は撮影時と同等の照明がなされた状態で被写体を確認することができる。
【００３９】
　図７は本実施形態におけるライブビュー釦７が押下された際のストロボシステムの動作
を示したフローチャートである。
【００４０】
　ライブビュー釦７が押下されると（Ｓ１０１）、カメラＭＰＵ２１の制御によりカメラ
１はバルブ状態となって常時被写体画像の取り込みと表示を行うライブビュー動作状態と
なる（ステップＳ１０２）。ライブビュー動作状態となるとカメラＭＰＵ２１はカメラ１
にリングライト６１が装着されているか否かを判断する（Ｓ１０３）。リングライト６１
が装着されている場合、カメラＭＰＵ２１はリングライト６１の発光グループ補正処理を
行う（Ｓ１０４）。リングライト６１が装着されていない場合は、ライブビュー動作を維
持したままステップＳ１０７へ移行する。
【００４１】
　発光グループ補正処理が終了すると、ＴＦＴモニタ８上のライブビュー表示に重畳して
光量比制御に関するＧＵＩ表示が図８のように表示される（ステップＳ１０５）。そして
、リングライト６１は、ストロボＭＰＵ６９によりＧＵＩ表示に対応した発光グループの
配列方向および光量比で制御されたモデリング発光を開始する（Ｓ１０６）。この際、撮
影者はＴＦＴモニタ８上で実際の撮影時と同じ照明条件にて被写体像の観察を行うことが
できる。また、カメラ１の操作部材を操作することで、リアルタイムに光量比の調整を行
うことも可能である。
【００４２】
　モデリング発光が開始された後、ライブビュー釦７が再び押下されたか検知し（Ｓ１０
７）、ライブビュー釦７が再び押下された場合には、カメラＭＰＵ２１はモデリング発光
中か否かを判断する（Ｓ１１３）。モデリング発光中の場合、ストロボＭＰＵ６９により
モデリング発光を停止してから（Ｓ１１４）、カメラＭＰＵ２１はライブビュー動作を停
止する（Ｓ１１５）。ライブビュー動作が停止されると、カメラＭＰＵ２１によりカメラ
１はバルブ状態からスタンバイ状態になる。
【００４３】
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　ステップＳ１０７にてライブビュー釦７が再び押下されなかった場合は、レリーズ釦３
が押下されたか否かを検知する（Ｓ１０８）。レリーズ釦３が半押し状態、全押し状態の
いずれであっても、レリーズ釦３が押下された場合には、カメラＭＰＵ２１はモデリング
発光中か否か判断する（Ｓ１０９）。モデリング発光中の場合、ストロボＭＰＵ６９によ
りモデリング発光を停止してから（Ｓ１１０）、カメラＭＰＵ２１はライブビュー動作を
停止する（Ｓ１１１）。ライブビュー動作が停止されると、カメラＭＰＵ２１によりカメ
ラ１はバルブ状態から一旦スタンバイ状態になり、即時にレリーズ釦３の押下状態に応じ
て、測距、測光等の撮影準備動作もしくは撮影動作を実行する（Ｓ１１２）。
【００４４】
　ステップＳ１０８にてレリーズ釦３の押下が検知されなければ再びステップ１０７に戻
り、ライブビュー釦７もしくはレリーズ釦３の押下を検知するまでライブビュー動作が継
続される。
【００４５】
　次に、Ｓ１０４における発光グループ補正処理のフローチャートを図９および図１０を
用いて説明する。
【００４６】
　なお、図１０は各発光領域を示したリングライトの発光部６４の正面図であり、図１０
における発光部６４は、図１５と同様にカメラ１に対して正面から見て右横向き（カメラ
１背面から見て左横向き）に装着されているものとする。また、発光部６４はリング状で
あるので、図４で示した通常の装着姿勢と図１０で示した横向きの装着姿勢とでカメラ１
に対して発光領域が存在する位置は同じである。
【００４７】
　Ｓ１０３にてリングライト６１が装着されていると判断すると、ストロボＭＰＵ６９は
まず発光部６４の通常の装着姿勢では上方となる突起部６４ｂ側の発光領域７０ｌ、７０
ａのみを点灯させる（ステップＳ２０１）。カメラ１はライブビュー動作中であるため図
１１（Ａ）に示すような、発光領域７０ｌ、７０ａを主光源とした右側に影の出来た被写
体像が撮像され、撮像された画像データをもとにカメラＭＰＵ２１により被写体像の輝度
分布が算出される（ステップＳ２０２）。
【００４８】
　輝度分布の算出方法については種々の方法が考えられるが、例えば、図１２に示すよう
に画像データをブロック８５に分割して各ブロックごとの平均輝度を求める。算出結果、
すなわち、算出された各ブロックごとの輝度データは一旦、カメラＭＰＵ２１内の所定の
記憶領域に記憶される。また周辺部分は被写体が抜けてしまう可能性が高いため、輝度分
布を算出する範囲のブロックは太線８７内に限定してもよい。
【００４９】
　ステップＳ２０２の輝度分布の算出が行われると、ストロボＭＰＵ６９はＳ２０１で点
灯させた発光領域から位相が９０°ずれた発光領域７０ｃ、７０ｄのみを点灯させる（Ｓ
２０３）。発光領域７０ｃ、７０ｄを点灯させると、図１１（Ｂ）に示すような発光領域
７０ｌ、７０ａを点灯させた時とは異なる影ができた被写体画像の画像データをもとにカ
メラＭＰＵ２１により輝度分布が算出される（ステップＳ２０４）。
【００５０】
　ステップＳ２０５からＳ２０８ではＳ２０１からＳ２０４と同様の処理を行う。発光領
域７０ｆ、７０ｇのみを点灯させた場合の被写体画像の図１１（Ｃ）と、発光領域７０ｉ
、７０ｊのみを点灯させた場合の被写体画像の図１１（Ｄ）の画像データをもとに輝度分
布がそれぞれ算出される。
【００５１】
　４方向の発光領域をそれぞれ点灯させた時の画像データの輝度分布が算出されると、カ
メラＭＰＵ２１により各発光領域ごとに算出された輝度分布データの比較が行われる（Ｓ
２０９）。輝度分布の比較は対称位置となる発光領域同士で行われ、輝度分布の差に光源
の方向性の影響が大きく現れている比較結果を用いて発光部６４の装着姿勢を判断する（
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Ｓ２１０）。例えば、発光領域７０ｌ、７０ａ点灯時と発光領域７０ｆ、７０ｇ点灯時と
の輝度分布を比較した場合のほうが、発光領域７０ｃ、７０ｄ点灯時と発光領域７０ｉ、
７０ｊ点灯時との輝度分布を比較した場合よりも左右方向の影の変化が大きい。通常の装
着姿勢であれば被写体に対しての上方側からの光源となるはずの発光領域７０ｌ、７０ａ
の点灯で、被写体画像の輝度分布が右側に影が出る傾向を示しているため、発光部６４は
カメラ１背面から見て左横向きに取り付けられていると判断する。
【００５２】
　ステップ２１０での判定結果をもとに、カメラＭＰＵ２１は発光部６４が通常の装着姿
勢でなければ補正が必要か否かを判断し（Ｓ２１１）、補正が必要な場合は発光グループ
に属する発光領域の構成を変更する（Ｓ２１２）。
【００５３】
　例えば、設定されている発光グループの配列方向が左右方向である場合、光量比制御す
る発光領域の組み合わせは、図１０に示した発光領域を半時計回りに７０ｊから７０ｃま
での発光グループと、７０ｄから７０ｉまでの発光グループの組み合わせに変更される。
【００５４】
　以上のようにして、発光部６４が撮影レンズ５０に通常の装着姿勢で装着されていない
場合には、カメラで設定した発光グループの配列方向と実際に光量比制御する発光グルー
プの配列方向の不一致が補正される。すなわち、リングライト６１の発光部６４が撮影レ
ンズ５０に通常の装着姿勢で装着されていない場合でも、カメラで設定した発光グループ
の配列方向と実際に光量比制御する発光グループの配列方向を一致させることができる。
【００５５】
　また、ライブビュー動作開始時に発光グループ補正処理を行うので、ライブビュー動作
中にモデリング発光を行って撮影時と同等の照明がなされた状態で被写体を確認すること
ができる。
【００５６】
　また、一部の発光領域を点灯した際の被写体像の輝度分布をもとに発光部６４の装着姿
勢を判断しているので、リングライト６１内に発光部６４の姿勢を検知するための姿勢検
知素子等を特別に搭載する必要がなく、部品点数を抑えることができる。
【００５７】
　また、被写体像の輝度分布は撮像センサ２５ａによって得られた画像データをもとに得
るため、専用に輝度分布検知用センサを設ける必要がなく、部品点数を抑えることができ
る。
【００５８】
　（第２の実施形態）
　本実施形態では、発光グループ補正処理をカメラ１のプレビュー動作時に実行する。
【００５９】
　カメラ１がスタンバイ状態にある場合において、プレビュー釦５が押下されるとカメラ
１はプレビュー動作を開始する。プレビュー動作とは撮影レンズ５０の絞りを所定の範囲
内の任意の絞り値に絞り込む動作であり、撮影者が光学ファインダ３２により被写体の深
度確認を行うことができるものである。プレビュー動作も接写において有効であり、プレ
ビュー動作と同時にリングライト６１のモデリング発光を実施すれば同時に被写体の照明
がなされた状態の確認も行うことができる。
【００６０】
　図１３は本実施形態におけるプレビュー釦５が押下された際のストロボシステムの動作
を示したフローチャートである。
【００６１】
　プレビュー釦５が押下されると（Ｓ３０１）、カメラＭＰＵ２１により撮影レンズ５０
の絞り込みが実行される（ステップＳ３０２）。絞り込みが実行されプレビュー動作状態
となるとカメラＭＰＵ２１はカメラ１にリングライト６１が装着されているか否かを判断
する（Ｓ３０３）。リングライト６１が装着されている場合は、カメラＭＰＵ２１はリン
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グライト６１の発光グループ補正処理を行う（Ｓ３０４）。リングライト６１が装着され
ていない場合は、プレビュー動作を維持したままステップＳ３０７へ移行する。
【００６２】
　ステップＳ３０４での発光グループ補正処理については、第１の実施形態にて説明した
図９のフローチャートと同様であるため説明は省略する。ただし、輝度分布を算出する際
には、ライブビュー機能の動作中とは異なり撮像された被写体画像は利用できないので、
代わりに光学ファインダ３２に配置された測光回路内の測光センサ２６ａの輝度分布を使
用する。測光センサ２６ａは図１６のように被写体像全体の輝度を複数のブロックにて検
知するようになっているので、第１の実施形態と同様の方法で被写体像の輝度分布の算出
が可能である。
【００６３】
　発光グループ補正処理が終了するとＴＦＴモニタ８には光量比制御に関するＧＵＩ表示
が図６（Ａ）のように表示される（Ｓ３０５）。そして、リングライト６１は、ストロボ
ＭＰＵ６９によりＧＵＩ表示に対応した発光グループの配列方向および光量比で制御され
たモデリング発光を開始する（Ｓ３０６）。この際、撮影者は光学ファインダ３２を介し
て実際の撮影時と同じ照明条件にて被写体像の観察を行うことができる。また、カメラ１
の操作部材を操作することで、リアルタイムに光量比の調整を行うことも可能である。
【００６４】
　モデリング発光が開始された後、プレビュー釦５が再び押下されたか検知し（Ｓ３０７
）、プレビュー釦５が再び押下された場合には、カメラＭＰＵ２１はモデリング発光中か
否かを判断する（Ｓ３０８）。モデリング発光中の場合、ストロボＭＰＵ６９によりモデ
リング発光を停止してから（Ｓ３０９）、カメラＭＰＵ２１は撮影レンズ５０の絞り込み
を解除する（Ｓ３１０）。撮影レンズ５０の絞り込みを解除してプレビュー動作が停止さ
れると、カメラＭＰＵ２１によりカメラ１はスタンバイ状態になる。
【００６５】
　以上のように、リングライト６１の発光部６４が撮影レンズ５０に通常の装着姿勢で装
着されていない場合でも、カメラで設定した発光グループの配列方向と実際に光量比制御
する発光グループの配列方向を一致させることができる。
【００６６】
　また、プレビュー動作開始時に発光グループ補正処理を行うので、プレビュー動作中に
モデリング発光を行って撮影時と同等の照明がなされた状態で被写体を確認することがで
きる。また、被写体の輝度分布は光学ファインダ３２に配置された測光センサ２６ａによ
り得るため、ライブビュー機能を有してしないカメラであっても適用できる。
【００６７】
　なお、上述の二つの実施形態では、発光部６４の光源として容易に複数の発光領域に分
割して点灯制御を行うことができる白色ＬＥＤを用いているが、発光部６４の光源として
小型のキセノン管を細かく並べたものを用いても構わない。
【００６８】
　また、複数算出された輝度分布の比較結果から発光グループ構成の変更を行っているが
、比較結果から発光部６４が通常の装着姿勢で装着されていないことをＴＦＴモニタ８に
警告表示するようにしてもよい。
【００６９】
　また、発光グループ補正処理において点灯させる発光領域の数および変化させる位相は
特に限定されるものではなく、点灯した発光領域の位置と被写体像の輝度分布から発光部
６４の装着姿勢を判断できるものであればよい。例えば、所定の１点のみ点灯させて、そ
の発光領域の位置と取得した被写体像の輝度分布から判断してもよい。
【００７０】
　また、発光部６４の発光領域の中に、発光グループ補正処理のときにのみ用いる発光領
域を個別に設けても構わない。
【００７１】
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　また、通常の装着姿勢で装着されていない場合に、カメラで設定した発光グループの配
列方向と実際に光量比制御する発光グループの配列方向を一致させるか否かを撮影者に選
択させるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７２】
【図１】本発明の実施形態におけるリングライトの斜視図。
【図２】本発明の実施形態における撮影レンズが装着されたデジタルカメラの斜視図。
【図３】本発明の実施形態におけるデジタルカメラの背面斜視図。
【図４】本発明の実施形態におけるリングライトが通常の装着姿勢で装着されたときの発
光部の発光領域を示す図。
【図５】本発明の実施形態におけるストロボシステムの内部構成を示すブロック図。
【図６】カメラのＴＦＴモニタ上に表示される光量比制御に関するＧＵＩを示す図。
【図７】第１の実施形態におけるライブビュー機能の動作を説明したフローチャート。
【図８】ライブビュー動作中に表示される光量比制御に関するＧＵＩを示す図。
【図９】本発明の実施形態における発光グループ補正処理を説明したフローチャート。
【図１０】本発明の実施形態におけるリングライトが横向きで装着されたときの発光部の
発光領域を示す図。
【図１１】発光領域を変化させて点灯させた場合の被写体像の影の出方を示す図。
【図１２】撮像画像の輝度分布算出方法に関する図。
【図１３】第２の実施形態におけるプレビュー機能の動作を説明したフローチャート。
【図１４】リングライトを通常の装着姿勢で装着したストロボシステムの斜視図。
【図１５】リングライトを横向きで装着したストロボシステムの斜視図。
【図１６】測光センサの検知領域の構成を示した図。
【図１７】特許文献１におけるリングライトの発光部を示す図。
【図１８】特許文献１におけるリングライトの左右の光源の光量比を設定する画面を示す
図。
【符号の説明】
【００７３】
　１　カメラ
　３　レリーズ釦
　５　プレビュー釦
　７　ライブビュー釦
　８　ＴＦＴモニタ
　１１　メインミラー
　２１　カメラＭＰＵ
　２５　撮像回路
　２５ａ　撮像センサ
　２６　測光回路
　２６ａ　測光センサ
　２７　画像処理回路
　３２　光学ファインダ
　５０　撮影レンズ
　６１　リングライト
　６２　制御部
　６３　連結コード
　６４　発光部
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